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平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

の
適
用
対
象
地
域
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
鞍
手
町
に
製

造
業
等
を
新
設
、
増
設
し
、
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
措
置
を

講
じ
た
場
合
に
は
、
税
の
減
収

分
の
75
％
が
、
交
付
税
補
填
の

対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ

り
、
工
場
用
の
建
物
や
機

械
・
装
置
な
ど
の
取
得
金
額
の

要
件
は
２
５
０
０
万
円
か
ら

２
７
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
新
設
、
増
設
の

区
分
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
３

年
間
１
０
０
％
の
課
税
免
除
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

鞍
手
町
長
谷
別
館
は
、
鞍
手

町
中
央
公
民
館
の
別
館
と
し

て
、
地
域
住
民
の
生
活
に
即
す

る
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
生

活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
た
め
活
用
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

昨
年
実
施
さ
れ
た
行
政
評
価
・

外
部
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、

経
済
効
果
等
の
観
点
か
ら
、
同

施
設
を
廃
止
す
べ
き
と
の
評
価

が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
慎
重
に

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
現
在
の

施
設
の
利
用
実
態
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
安
全
性
の
問
題
、

設
備
の
経
年
劣
化
に
よ
る
維
持

管
理
費
の
増
大
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
長
谷

別
館
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

① 

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

　

 

措
置
法
と
は

　

人
口
の
著
し
い
減
少
に
伴
っ

て
地
域
社
会
に
お
け
る
活
力
が

低
下
し
、
生
産
機
能
や
生
活
環

境
の
整
備
等
が
他
の
地
域
に
比

較
し
て
低
位
に
あ
る
地
域
に
つ

い
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
自
立

促
進
を
図
り
、
も
っ
て
住
民
福

祉
の
向
上
、
雇
用
の
増
大
、
地

域
格
差
の
是
正
な
ど
国
土
の
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

② 

過
疎
地
域
と
は 

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
第
２
条
の
規
定
に
基
づ
く

人
口
要
件
と
財
政
要
件
を
満
た

し
た
地
域
を
過
疎
地
域
と
い
い

ま
す
。
鞍
手
町
は
平
成
22
年
４

月
１
日
に
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

③ 

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　
（
過
疎
計
画
）
と
は

　

過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た

市
町
村
は
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
第
６
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
町
議
会
の

議
決
を
経
て
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

町
は
計
画
に
掲
げ
た
事
業
に
対

し
て
財
政
上
の
特
別
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

鞍
手
町
で
は
、
総
合
計
画
の

基
本
構
想
を
踏
襲
し
た
４
つ
の

柱
を
基
本
方
針
と
し
て
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

④ 
計
画
期
間

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

期
間
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

の
６
カ
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
の
指
定

〜
工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す　

　
　
　

る
条
例
の
一
部
改
正
〜

条 

例 

の 

改 

正

そ 　

の 　

他　

 

の 　

議 　

案

中
央
公
民
館
長
谷
別

館
の
廃
止 　
　
　
　

〜
公
民
館
設
置
及
び
管
理
等  　

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
〜

　

工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す

る
条
例
で
は
、
町
内
の
事
業

所
が
工
場
等
の
新
設
及
び
増

設
を
行
い
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
促
進
を
図
り
、
町
政

の
発
展
と
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
に
対
し
、
課
税
免
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

鞍
手
町
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画

〜
計
画
の
策
定
〜

納税義務者 課税免除額 区　分
北九州計装㈱ 360,500 新　設

第３年度

㈱ナガワ 908,800 新　設
第３年度

合  　 計 1,269,300

平成22年度固定資産税課税免除の内訳

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

賛
成
討
論

　
　

      

こ
の
議
案
の
審
査
を

　

付
託
さ
れ
た
総
務
文
教

　

委
員
会
で
も
、
多
く
の

　

委
員
か
ら
、
せ
っ
か
く

　

の
過
疎
法
で
あ
る
の
で

　

こ
れ
を
町
の
再
生
に
向

　

け
て
積
極
的
な
取
り
組

　

み
を
行
う
べ
き
で
は
な

　

い
か
と
意
見
が
出
さ
れ

　

ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の

　

法
律
の
目
的
で
あ
る
住

　

民
福
祉
の
向
上
、
雇
用

　

の
増
大
、
地
域
格
差
の

　

是
正
と
い
う
目
的
を
達

　

成
す
る
た
め
に
、
具
体

　

的
な
効
果
の
あ
る
事
業

　

を
積
極
的
に
展
開
し
て

　

い
く
よ
う
望
む
も
の
で

　

す
。
そ
の
こ
と
を
申
し

　

上
げ
、
こ
の
計
画
案
に

　

対
し
て
賛
成
す
る
も
の

　

で
す
。　

　
　
　
　
　

 

（
香
原　

暹
）

２
事
業
所
の
固
定
資

産
税
を
免
除

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

   

（単位：円）
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浄
水
場
改
良
工
事
の
延
期

に
つ
い
て
行
政
報
告
を
い
た

し
ま
す
。
本
工
事
の
予
定
価

格
は
11
億
５
千
万
円
で
、
高

度
浄
水
施
設
を
整
備
す
る
事

業
と
し
て
平
成
22
年
８
月
２

日
、
町
に
指
名
願
を
提
出
し

て
い
る
企
業
か
ら
、
従
業

員
数
約
５
０
０
人
規
模
以
上

で
、
水
道
施
設
事
業
の
資
格

を
有
し
て
い
る
特
定
建
設
業

者
、
ま
た
は
高
度
処
理
施
設

工
事
の
実
績
を
有
す
る
特

定
建
設
業
者
12
社
を
指
名

し
、
平
成
22
年
８
月
23
日
に

入
札
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
指
名
し

た
12
社
の
内
８
社
が
、
技
術

者
が
足
り
な
い
等
の
理
由
で

入
札
を
辞
退
さ
れ
る
中
で
８

月
18
日
午
後
こ
の
工
事
に
お

い
て
、
残
り
４
社
の
一
部
で

口
裏
合
わ
せ
を
し
て
い
る
と

い
う
情
報
が
匿
名
で
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
翌
日
、
副

町
長
を
委
員
長
と
す
る
、
公

正
入
札
調
査
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
協
議
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
談
合
情
報
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
て
、
公
正
取
引

委
員
会
に
通
知
す
る
と
と
も

に
８
月
23
日
の
入
札
を
延
期

し
、
こ
の
真
偽
を
確
か
め
る

た
め
、
後
日
４
社
か
ら
事
情

聴
取
を
し
ま
し
た
が
、
寄
せ

ら
れ
た
情
報
の
よ
う
な
事
実

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
現
在
誓
約
書
を
９
月
２

日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

誓
約
書
が
出
さ
れ
た
後
、

再
度
鞍
手
町
公
正
入
札
調
査

委
員
会
を
招
集
し
、
情
報
の

真
偽
に
つ
い
て
審
査
を
い
た

し
ま
す
。

　

同
委
員
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
情
報
の
事
実
が
確
認
出

来
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
た

場
合
に
は
、
改
め
て
入
札
日

を
指
定
し
て
入
札
を
行
う
予

定
で
す
。
ま
た
公
正
取
引
委

員
会
に
も
経
過
等
を
報
告
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
入
札
執
行
後
の
談
合

の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
契
約
は
無
効
と

な
る
こ
と
を
通
知
し
て
い
る

こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま

す
。

路
線
番
号
５
３
６
号

役
場
〜
山
ヶ
崎
１
号
線

路
線
延
長
３
２
７
・
０
ｍ

路
線
番
号
５
３
７
号

役
場
〜
山
ヶ
崎
２
号
線

路
線
延
長
１
４
０
・
０
ｍ

　

本
２
路
線
は
地
元
の
要
望

及
び
道
路
区
域
が
確
定
し
た

こ
と
か
ら
、
今
回
町
道
に
認

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

路
線
番
号
17
号

本
町
〜
立
林
線

路
線
延
長
９
９
３
・
８
ｍ

　

本
路
線
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
現
在
整
備
中
の
一
般
県

道
直
方
〜
鞍
手
線
と
併
行
す

る
一
部
区
間
が
、
福
岡
県
よ

り
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
今
回
町
道
と
し
て
認
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
処
理
分
区
管
渠
築
造　

工
事
（
第
33
工
区
）

【
契
約
の
相
手
方
】

　

水
摩
・
高
木
共
同
企
業
体

  

代
表
者　

　
　

有
限
会
社　

水
摩
組

  

代
表
取
締
役

　
　

水
摩　

敏
男

中
山
処
理
分
区
管
渠
築
造　

工
事
（
第
34
工
区
）

【
契
約
の
相
手
方
】

大
山
・
マ
ツ
ザ
イ
共
同
企
業
体

  

代
表
者　

　
　

大
山
土
木　

株
式
会
社

  

代
表
取
締
役

　
　

大
山　

忠
雄

【
工 　

期
】

  

１
８
０
日
間  

　

平
成
22
年
９
月
17
日
か
ら

 　

平
成
23
年
３
月
15
日
ま
で

請
負
契
約
の
締
結

〜
流
域
関
連
広
域　
　
　

　
　
　
　

下
水
道
事
業
〜

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

行
政
報
告

〜
浄
水
場
改
良
工
事
の

 　

入
札
延
期
に
つ
い
て
〜

議会冒頭行政報告を行う

柴田町長

改良工事の入札が延期された中央浄水場

鞍
手
町
道
路
線
の
認
定

〜
３
路
線
を
認
定
〜

町道に認定された　役場～山ヶ崎1・2号線町道に認定された　本町～立林線




